20200315レムナント教会1部
  人生に自信を(Ⅰサムエル記16:6-7)
イスラエルの指導者として立てられたサウルが神様を裏切り、神様から退けられた状況をサムエル預言者は悲しんでいました。その時に神様がサムエルに現れて「いつまでサウルのゆえに悲しんでいるのか」とおっしゃり、「これからエッサイという人の家に向かって、そのエッサイの息子の中から新しく王として油を注ぐ者を私が選んだのだよ」とおっしゃいました。もうこれ以上、悲しんではいけないというのは、神様には失敗などはありません。失敗のように見えるそこから神様は新しく始められるという意味があるでしょう。それでサムエルはエッサイの家に向かって、そこでまず長男が入ってきた時に、この人こそ油注がれる者だと思ったわけです。格好良くて、また長男だしと、そう思っている時に神様は、「違うよ。私は彼を退けたのだよ」とおっしゃいました。それで次男が入ってきて、次々と7人の息子がサムエルの前を通ることになりました。しかし、最後まで「この人ではありません。私は選んでない」と神様がおっしゃった時に、サムエルが「これで息子は全員なのか」とエッサイに聞きます。「いや、もう一人最後の末っ子がいますけれども、いま野原に行って羊の番をしています」「その人を連れてきなさい」。最後の8番目のいちばん末っ子、この人にそんな祝福などあるかよと思っていたでしょう。その人が連れられてきた時に、神様は「彼こそが油注がれる者だ」とおっしゃいました。それでサムエルはその人に油を注いだという話です。その人こそダビデです。このプロセスの中で神様は、今日読んでいただきました聖書の箇所にあることをおっしゃいました。「人が見るようには見ないからだ。人はうわべを見るが、主は心を見る」とおっしゃいました。私たち信者の大きな勘違いの一つが、わざわざではありませんけれども、うっかりと神様も人と一緒だと何となくどこかで思っているのです。それで神様のことを自分のレベルに引き下ろして、引き下げてついつい考えてしまう傾向があります。私が嫌うものだから嫌うだろう。私が正しいと思って、私が良いと思っているから神様もそう思うだろう。私が間違いだと思っているから神様もそれを間違いだと思うだろうとついつい信者なのに思ってしまいます。そこから大きな信仰のズレが生じるようになり、祝福の存在なのに祝福の道をしっかりと歩むことができなくなってしまいます。神様は人間のように思われる方ではありません。神様は人と一緒ではありません。
特に今日の聖書からおっしゃっているように、人はそのうわべによって人を評価し、また人を選んだりしています。しかし、神様はそうではありません。それなのに神様もそうだろうとなんとなく今までのくせに従って思ってしまう傾向があります。そのうわべというものは、今日の聖書にも紹介されているように、文字通りに外見そのものなのです。ブスな人よりはハンサムな人が選ばれるし評価され、きれいな人が認められるという傾向が確かにあります。また、人を評価し選ぶ時に、その人の学歴やその人が持っている才能、また財力などによって評価するでしょう。それが良いか悪いかの話ではありません。人はそのように評価するしかないし、間違いではありませんけれども、仕方がない選択になるわけです。ときには人柄や人格、教養、品性などによってその人を評価し、また選ぶようになります。例えば、学校に入学する時に、特に大学の場合は、テストを通して、その人の成績を見て評価するでしょう。それ以外に方法があまりないからです。もちろん面接があったりいろいろありますが。また就職の時にも同じではないでしょうか。私の会社に有利な人間は誰なのか。それに合う者、できるだけまじめな人間、また技術的に適している人間などを選ぶというのは当たり前かもしれません。特に結婚する場合、どういう相手を選ぶのでしょうか。人それぞれでしょうけれども、一般的に共通して選ぶ基準、評価する基準というものがあるのではないでしょうか。他にも人生を生きる中でいろいろな場面において私たちはうわべによって人を評価するしかありません。先程も申し上げましたように、それを間違いとは言いません。そして、それは当然でしょう。ある意味、仕方のないことかもしれません。しかし、私たちがはっきりと知っておかなければいけないのは、そのようなことが当たり前で仕方ない、また当然かもしれませんが、うわべを通して人を評価する、それは限界があります。なぜそうせざるを得ないのでしょうか。
それは世の中の人は、また人間そのものは、霊的な事実に対してまったく無知なので、だからそのように評価するしかないし、評価の材料が他に見当たらないのではないでしょうか。問題なのはそれが当たり前になっていて、私たち信者でさえその癖が身についているので、つい神様もそのように人をご覧になり人を祝福し、また人を用いられる時にも、そういうことを見て判断されるのではないかとどこかで思ってしまうということです。その結果、人生のまことの成功、勝利ある人生というのもそのようなうわべの条件によるものだとついつい思って、お祈りの課題もそういうものが丈夫になるように、まるで神様はうわべの条件を良いものにするために登場する方になってしまうのではないでしょうか。そのうわべの評価によりますと、実は世の中ではそれによって本当に優れたものとして評価され選ばれるのは10％ぐらいだそうです。その中でも1％ぐらいが優れたものとして認められ、社会を動かす存在になると言われています。他の90％はそのような基準を持っていると、自分の人生はそんなもんだろうと思い、人生に対して自信を持つことができなくなってしまいます。信者でさえ実はそういう残念な傾向があるのではないでしょうか。しかし、今日の聖書を通して、また聖書全体を通して、神様が私たちにおっしゃっていることは、人はうわべによって人を見るだろうけれども、神様は違う。神様は中心、心をご覧になり、人を評価される方であり、人を選ばれる方なのだと言われています。心をご覧になるということで、またクリスチャンの方々が勘違いします。心優しい人間、まじめな人間、嘘をつかない気持ちを持っている人間を神様は喜ばれて評価するだろうとまた思いますが、そういった内容も全部うわべの中に入るものです。神様が心をご覧になるということは、その人が心の中、中心から、自分はどうしようもない解決不可能な罪人だということを認める心を持っている人をご覧になるということなのです。社会的な地位がどうであれ、またうわべの条件がどのように異なっていてもそれと関係なく、自分は滅びるしかない罪人なのだということを頭ではなくて心から認めているのか。その結果、自分は神様の救いが絶対に必要な存在ですという心を持っているのかを神様はご覧になるということです。ですから、当然神様がその人の救いのために、不思議な愛のゆえに約束されて私たちに遣わされるキリスト、霊的な問題、根本の問題、どうにもならない不可能な問題をすべて解決なさるキリスト、女の子孫、悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利なさるキリスト、そのキリストこそが自分のまことの希望ですと告白する心、それが神様がご覧になる心というものなのです。そして、そのキリストが実は世に遣わされて約束どおりに十字架につけられてご自分を犠牲のいけにえとしてささげることによって、すべてを完了なさり、すべての罪と人間の問題を解決して、三日目に死と悪魔の力を打ち破って復活なさったイエス様、お釈迦様やソクラテスのような人ではなく、その十字架にかけられて、よみがえられて、いまも歴史を支配なさっていらっしゃるイエス様ことがそのキリストですと告白する心、それが神様がご覧になる心というものなのです。ですから、いままで学んできて言われている世の中でいまも通用している様々な法則をすべて無視して、その法則には抵触しない、神様からの新しい法則、義人は信仰によって生きます。何もかもすべて下ろして、このイエスを信じる信仰を持つその心、そのイエス様を自分の人生の救い主、自分の人生の主人として心にお迎えして受け入れる信仰、その心を持つ人、神様がご覧になるのはその心なのです。イエス・キリストを信じる信仰の心をご覧になって、油を注がれるわけです。その時に忘れてはいけないのは、人のようにうわべを見ることではなくて、心をご覧になる神様、うわべとは全く関係なく心をご覧になって祝福される神様です。それなのに私たちはもう癖がついていて、人のように神様のことを思ってしまうのです。神様がなさることを人のレベルで見てしまうわけです。そこで大きな勘違いが生じ、また大きな信仰の損を被るようになってしまうわけです。

ここで一つ、確認していかないといけないのは、私たちは頭で全部理解できないけれども、だからといって神様が心をご覧になり選び祝福されると言っているので、最初から心がそれぞれ違うかと思うかもしれませんが、それは違います。ローマ3：23、「すべての人が罪を犯したので」、すべての人はです。誰ひとりとして神様に受け入れられ祝福される心を持っている人間は存在しません。それなのにイエス・キリストを信じる信仰を持つようになったということは、Ⅰコリント12：3、聖霊によらずにはイエスを主と認めて告白することはできない、つまり、みんながだめなのに誰かをなぜかは分かりませんけれども神様は神様ご自身が聖霊を通して信じる信仰を与えられるわけです。そのようにしておいて、しかし神様はあなたが心からイエスを信じる信仰を持っているから私はあなたを祝福するよとおっしゃるわけです。この二つの内容が矛盾している内容ではありません。それをどうにか結びつけて論理的に理解できるものにしようとすると、いつまで経っても頭がこんがらがってしまうだけです。まるで三位一体の神様を自分の頭でどうにかそこに収まるものに理解しようとするのと同じことです。神様が皆がだめな罪人なのに、誰かにイエスを信じる信仰、神様が祝福される信仰を与えられます。神様自ら。そうしておいて神様が評価するときには、あなたはイエスを信じる信仰の心を持っているのだね。おまえはそういう心がないからだめなのだねとおっしゃるわけです。不思議でしょう。そのようなことは聖書の最初から最後までずっと綴られていますが、特にヤコブの場合、長男としてエサウがいました。だいたいエサウが長男として神様の祝福の相続を受け継ぐ者なのです。それなのに生まれるその時から、大きいものではなく小さい者ヤコブを神様は祝福されました。うわべを見るのではなく、神様は心をご覧になり、そして、いま私たちが見ている聖書、サムエル記に登場するサウル王とダビデもその明確な例の一つです。特にイエス様がこの世に来られたその時に、当時うわべとして尊敬を受けて優れた人間として認められていた人たちがパリサイ人、あるいは律法学者に当たる人たちでした。宗教的にも、また聖書に対する熱心も誰にも負けないようなものを持っていて、社会的にも尊敬されるというような人でした。だから彼らは当時イエス様の周りに集まってきている人々を見て、指を指していました。それほど優秀な人間だったわけです。こうやってみると当然神様はパリサイ人、律法学者たちを祝福されるに間違いないと思います。でも、イエス様がご覧になった時に、そのパリサイ人たちをイエス様を認めようとしません。彼が指差していた売春婦の出身、取税人だった人、悪魔にとりつかれていた人間、社会から無視されていたような下っ端をくぐるような人間などなどが集まってきて、彼らが祝福されたわけです。それは彼らがその下っ端をくぐってうわべの面においてだめなので祝福されるわけではありません。どんなにうわべを比べた時に格差があって偉いと認められていても、心にイエスを信じる信仰の心を持っていないと神様とは関係ありません。神の祝福からは退けられるようになるわけです。でも、どんなに指さされるようなうわべであっても、たとえ刑務所に入れられている犯罪者であっても、その心にイエスを信じる信仰の心を持っている人は、神様がその心をご覧になって油を注がれ祝福され、いのちの祝福を与えられるということを忘れてはいけません。これが聖書が皆が世の中の癖を身にまとってこの世を真似しようとしている勘違いにとらわれているクリスチャン、教会に向かって、今の時代でも神様がおっしゃっていることなのです。神様は人のようにうわべを見て評価される方ではなくて、心、中心をご覧になって評価し選ばれ、そして、次に進める、そういう方なのだよというメッセージです。

ですから、今日、礼拝に来ていらっしゃる兄弟姉妹の皆さん、改めましょう。神様は心の中にイエス様をキリストとして信じる信仰を持っているかどうかをご覧になって、その人を祝福されて用いられます。大前提、外見と関係なく。それなのにクリスチャンでも、あるいはレムナントでも、そのうわべのあらゆる面を見て自分は自信がある、あるいはだめなんだ、自分はここまでなんだなどなど、いろいろなことをつぶやくわけです。そこを切り離さないといけません。神様はおまえが思っているように、そのように思われる方ではありません。講壇で使ってはいけない言葉でしょうけれども、てめぇが思っているような、そのように思う方ではありません。勘違いしないようにしましょう。その人がもしも金持ちであれば、イエス・キリストを信じる心を持っている人間が金持ちであれば金持ちとして祝福され用いられます。貧乏な人間であれば貧乏として祝福されて用いられます。知識のある者はある者なりに、無学な人間は無学なまま神様は祝福されて用いられます。勘違いしないようにしましょう。イエスの御名によって金持ちになって知識がある人間にならなくちゃいけないというのが祈りの課題ではないでしょうか。なぜなのでしょうか。自分のレベルで神様のことを考えているからです。うわべを見ないで心を見てください。自分を見る時にも他の人を見る時にも。健康な人は健康を通して用いられるし、病弱な人間をその病弱なまま神様は用いられます。イエス・キリストを信じる心を持っていれば。なぜ人のようにうわべによってああだ、こうだといつまでも振り回されているのでしょうか。いろいろな意味で私たちに教養などは必要なものです。でも、またいろいろな意味で教養を身につけることができない人間もいます。教養のある人はある人なりに、ない人はない人なりに、教養がないから用いられないということはありません。イエス・キリストを信じるその心さえあれば、ない人はないままに用いられます。ですから信者であれば、イエス・キリストを信じる心を持っていることが間違いなければ、その人はありのまま用いられますので、うわべによって評価される癖に基づいて欲を出してはいけません。もちろんこれは今の状態に満足しなさいという意味ではありません。タラントのたとえ話をよくご存知でしょう。ある主人が遠くに旅行に出る時、しもべたちにある人は10タラント、ある人には5タラント、ある人は2タラント、ある人には1タラントを任せてお願いするよということで旅行にでかけました。それは主人の勝手なのです。なぜ私には2であいつには10なのかと思うテーマではありません。主人からやれることが与えられているので、それで感謝なのです。10の人は10のまま用いられるから10残して、2の人も5の人もいま与えられているまま神様は中心をご覧になる方なので、その分を残しました。ただ1の者は1を残せばよかったのに、これに対して不満を抱いて何もせずにそれを土の中に埋めておいたのです。主人が戻ってきて10は10、5は5、2は2なりに、なぜ10でおまえは5なのかとはおっしゃいません。心を見て、皆同じしもべなのだから、神様の御心のままにいろいろなものが許されるわけです。その中心を見て用いられる方なので、それで感謝とともにそれに使えばよいわけです。2を持っているから用いられないわけではありません。用いられます。それで「忠実な良いしもべたちよ。あなたがたが言うとおりにしたので、より多くのものを任せよう」と次に進むようになりました。でも、1タラントの者の場合はだめになったわけです。タラントのたとえ話のいちばんの核心ポイントは、そういう話です。なぜお互いに比べあってうわべによって右往左往するのかということなのです。
ですから、うわべなどに振り回されずに、今日のメッセージをしっかり握って、自分がイエス様を信じる心を持つ信者であれば、うわべがどうであれ自分のこれからの一回限りの人生、神様から与えられ許されている人生に自身を持っていただきたいと思います。私はすでに祝福されているし、これからも神様は私を祝福します。その祝福がうわべ的なものばかりを考えているから問題になるのでしょうけれども、必要に応じてもちろんそれも祝福されますけれども、私を必ず祝福して、それで私に証拠を与えられて証人にするはずなのです。それに自信を持ってください。それで一回限りの人生、神様は私を用いて、この暗い世の中にいのちのイエスの光を放つようにされます。その結果、この現場を、人々を生かす人生を神様は備えて私に与えられるだろう、ではなくて、与えられるのだ！と自分の人生に対して自信を持っていてください。なぜ自信を持てないのか。よくよく吟味して自分自身に問いかけて考えてみてください。うわべを見ているからではないでしょうか。信者は誰一人として例外なく神様から与えられている人生、どこの現場、どこの環境、どこの国、どういう時代であろうが自信を持って進むべきです。必ず祝福されて用いられます。そういう意味で改めてイエスをキリストとして信じる信仰を持つようになったことが、他の何かがいろいろあるだろうけれど、それがどれほど尊いもので宝なのかということを改めて、イエス・キリストを信じるその信仰に集中していただきたいと思います。そのイエス様を信じる信仰が豊かに豊かに豊かになることを皆さんの願いにしていただきたいと思います。

最後にレムナントたちに言います。ついついこういうことを皆が言います。神様に用いられるために私は勉強をして優秀なものになろうと。勉強をして成績が上がって優秀なものになると神様は用いられるのでしょうか。そうでなければ勉強はどうでものいいのでしょうか。そういう意味ではなくて、レムナントは神様に用いられる者に間違いないので勉強に励むわけです。それで励んでいたのに成績が上がらない。上がらないままで用いられるから心配しないでください。AとBを勘違いしてしまうとすべてがずれてしまいます。せっかく神の恵みによって信者、クリスチャンになったのに、なぜ自分の人生が光り輝く人生になるという自信が持てないのでしょうか。いま目に見える形としてどのように現れるかなどはあまり気にせずに、自信を持ってそれが祈りになるようにしていただきたいと思います。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは仕方がなくうわべによって人を評価するしかありません。霊的な事実にまったく無知なのです。しかし、神様をそのように思って勘違いする信者にならないように、今日のメッセージを握って、神様はイエス・キリストを信じる信仰の心をご覧になって祝福され、世の伝道者として油注がれることを確認して、自分の残りの人生、すべての現場において、いまの状況において自信を持つことができるように、その自信が祈りに変わり、またチャレンジに変わることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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